
領域名：マット運動

学籍番号 氏　名

本時の目標：

・自己の能力に合った形で側方倒立回転を安定して行ったり、その組み合わせ技を行ったりすることができる

ようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び技

能】

・ICT 機器を活用するなどして、自己の課題を見付けることができるようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　【思考力、判断力、表現力等】

・マット運動に積極的に取り組もうとしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　【学びに向かう力、人間性等】

時間 学習内容と活動 指導上の留意点

活

動

①

0 分

15 分

1．集合・本時の流れの説明

2．運動例の紹介

1) 背支持倒立

2) カエルの足うち

3) 壁上り倒立

4) その他

3．練習手順の説明

4．練習の実施

5．集合：見本＆ポイントの再確認

6．再度、練習

7．集合・出来栄えのフィードバッ

ク

活

動

②

0 分

15 分

１．集合

２．側方倒立回転の技の紹介

※技のポイント（2~３つ）を紹介

例：①右右左左・左左右右

　　②手と手の間をみる

　　③腰を上げる

　　④足を開いて大きな側転

3．ポイントに即して段階的に側転

を完成させる。

例：腕立て横跳び越しを段階的に行う

課題となる活動①：基礎感覚づくりの運動の説明と巡視、フィードバック

課題となる活動②：側方倒立回転の練習



① 足を広げず、腰も上げずに

「右右左左・左左右右」を

意識（最初は逆Ｖ字の軌道

で良い）

　　②　手を高い位置から反動をつ

けて腰を高くあげる。

③ 足を開く

　　④　逆Ｖ字から一直線の範囲で手

と足をつく。

※授業者が求めているイメージで行

えている児童役がいれば、全体に

集合させて、良い動きのイメージ

を共有させる

4．集合・出来栄えのフィードバッ

ク



＜シナリオ＞

※実際に自分が話すことを書き出す（口語で）。


